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神戸市こども家庭局における

医療的ケア児保育支援事業

神戸市こども家庭局

幼保事業課

令和5年度 神戸市医療的ケア児等コーディネーター研修

〇児童福祉法の改正

2016（H28）年5月25日成立・同年6月3日公布

〇2017（H29）年度～こども家庭局「神戸市療育ネットワーク会議」

「医療的ケア児の支援施策検討会議」（有識者会議）

⇒支援の課題・対応策について、継続的な意見交換・情報共有

神戸市の取り組み

神戸市医療的ケア児保育支援事業 2018（H30）年度～

⇒教育・保育施設への医療的ケア児の入所を支援する事業

 受け入れ体制の整備に関する補助
 医療的ケアを行う看護師の雇用に関する補助
 事業の実施に関する研修への補助
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医療的ケア実施ガイドライン
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神戸市ホームページ
https://www.city.kobe.lg.jp/z/kodomokatekyoku/iryoutekike

a.html

安全な受け入れのために

• 受け入れ施設とケアの提供者

• 施設利用要件

• 提供する医療的ケア

• 医療的ケアに関する主治医の意見書

• 医療的ケアに関する指示書に沿ったケアの提供

• 巡回指導看護師の配置と役割

• 医療的ケア委員会の開催

• 同行受診の実施

• 施設内での研修会の開催

• 関係機関との連携
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教育・保育給付認定の区分（1・2・3号）について

【受け入れ施設とケアの提供者】

神戸市こども家庭局
私立認定こども園

私立保育園 等

市立保育所

私立幼稚園

私立認定こども園

神戸市教育委員会
市立幼稚園・・・訪問看護STから訪問する看護師がケアを提供

給付認定2号・３号のこどもについては、
拠点となる施設で、施設で雇用し、
常駐する看護師がケアを提供

１号認定こどもについては、
受け入れ可能な園で、
訪問看護STから訪問する看護師がケアを提供
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【施設利用要件】

保育所・保育園・認定こども園
＊給付認定：2号・3号のこども

（１）受け入れ可能時間（＝看護師が常駐している時間）
公立：9時～17時（8時間）

私立：園と相談（8時間）

（２）受け入れ可能年齢
公立：2歳児クラス以上
私立：施設の受け入れ可能年齢

【施設利用要件】

私立幼稚園・認定こども園
＊給付認定：1号のこども

（１）受け入れ可能時間
教育標準時間（4時間）内

※訪問看護ステーションからの看護師派遣は週10時間を上限とし、

医療的ケアの実施に要する時間のみ

※預かり保育の時間帯は除く、通常の教育保育時間に限る

（２）受け入れ可能年齢
3歳児クラス以上
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【提供する医療的ケア】

①経管栄養（鼻腔、胃ろう・腸ろう）

②喀痰吸引（口腔内、鼻腔、気管切開口）

③酸素療法（鼻カニュラ・酸素マスク）

④導尿

その他、施設、訪問看護ステーションで対応可能な医療的ケア

すべてのケアの提供者は
看護師

【医療的ケアに関する主治医の意見書】

〇主治医による意見書

• 意見書は、対象の医療的ケア児が、教育・保育施設において、

集団生活が可能であるかどうかの医学的判断にともない作成された
もの

＊集団生活が可能とは・・・

「集団の場にいても状態が安定している」こと

意見書
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意見書
集団生活が可能かど
うかの医師の判断に
基づき作成される

【医療的ケアに関する指示書に沿ったケアの提供】

〇主治医による指示書の作成

• 指示書は、看護師が実施する医療的ケアについて指示したもの

• 指示書に沿ってケア計画を立案し、提供
指示書
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• こども家庭局幼保事業課に配置

【入所前】

• 入所に係る調整事務

• 保護者・施設長面談等における助言・指導

【入所後】

• 医療的ケアを実施している施設を巡回

• 医療的ケアの実施状況を確認し、助言・指導

【巡回指導看護師の配置と役割】

13

【（入所についての）医療的ケア委員会の開催】
【参加者】

施設長、担当看護師、担当保育士、嘱託医（園医）、

神戸市（事務職員・看護師・保育士・医師）

〇受け入れ可否について検討
【内容】
• 病状は安定しているか
• 医療的ケアの内容・頻度は妥当か
• 担当する看護師が実施可能なケア内容か
• 医療的ケアを実施する環境は整っているか（設備、物品 等）
• 保育に際して予測されるリスクは何か
• 緊急時の対応の流れ、搬送先は明確にされているか
• 課題の確認と同行受診時に確認する内容の整理、等
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保 育 施 設（２・３号） １号・私立幼稚園等

巡回
相談

実施頻度 概ね3カ月～4ヵ月ごと 概ね3カ月～4ヵ月ごと（学期ごと）

担 当 市職員（看護師、医師※） 市職員（看護師、医師※）

内 容 教育・保育状況の確認及び助言・指導 教育・保育状況の確認及び助言・指導

委員会

実施頻度 概ね3カ月～4ヵ月ごと 概ね3カ月～4ヵ月ごと（学期ごと）

出席者
施設（施設長・看護師・担任等）、市職員
（事務、看護師、医師）、嘱託医※

施設（施設長・担任等）、保護者、訪問看
護STの看護師、市職員（事務、看護師、
医師）、園医※

内 容
・関係者間における児童の健康状態の
把握（情報の共有）
・安全なケアの提供に向けた助言・指導

・関係者間における児童の健康状態の把
握（情報の共有）
・安全なケアの提供に向けた助言・指導

入所（園）後の受入れ施設への支援体制
医療的ケア巡回相談の実施と医療的ケア委員会の開催
※必要に応じて出席

【同行受診】
【参加者】

本人、保護者、主治医、担当看護師、担当保育士、

神戸市（看護師・保育士・医師）

〇受け入れ前と必要時に実施
【内容】

• 保護者同席のもと、カンファレンスで主治医に病状、予測される変化、緊急
時の対応、集団生活における配慮事項 等について確認

• 担当看護師が、主治医からケアについて指導を受ける（保護者了解の上で動
画も撮影）

• 担当看護師が意見書や面談をもとに事前に作成した「ケア実施手順」「緊急
対応フロー」「看護観察・ケア記録」の内容を主治医が確認

• 研修の修了に伴い、主治医が「医療的ケアに関する指示書 兼 個別指導修了
書」を作成
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受け入れまでの流れ
保育施設(２・３号)
⇒14過程
・3回の面談
・医療的ケア委員会
の開催
・同行受診

幼稚園(１号)
⇒17過程

・3回の面談
・利用する訪問看護
ST決定について、か
かりつけ医の協力
・医療的ケア委員会
の開催

医療的ケア児の推移（全国、厚労省資料）
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（厚生労働省資料）

受入施設（２・３号）
私 立 公 立 合 計

2018年度 3 2 5

2019年度 5 2 7

2020年度 7 3 10

2021年度 7 3 10

2022年度 10 7 17

2023年度 12 7 19

→ 公私で受入
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医療的ケア児保育支援事業実施施設（2023年度）
（１）保育を必要とする事由のあるこども（認定こども園、保育園、保育所、小規模保育事業）

（２）保育を必要とする事由のないこども
（幼稚園、1号認定）

⇒受け入れ可能な幼稚園、認定こども園

連こ）幼保連携型認定こども園
私保）私立保育園
公保）公立保育所
小）小規模保育事業

区 施設名 開始年度

東灘

連こ）おかもと虹こども園 R元

公保）本山保育所 R４

公保）魚崎保育所 R４

灘 連こ）めばえの園認定こども園 R元

中央
連こ）友愛幼児園 R２

私保）くすのき愛児園 R４

兵庫 公保）松原保育所 H30

北
連こ）このみ保育園 R２

連こ）頌栄保育園 R４

北神 連こ）つきかげ認定こども園 R５

長田 公保）ふたば保育所 R２

須磨
公保）須磨保育所 H30

私保）若宮保育園わかみや分園 R５

北須磨 公保）菅の台保育所 R４

垂水

小）ちっちゃなこども園ふたば H30

私保）舞多聞よつば保育園 H30

連こ）かすみがおか虹こども園 R４

西
連こ）あさひ保育園 H30

公保）玉津保育所 R４

保護者への案内用チラシ（区役所に配置）
2・3号こども用 １号こども用


